
ｺﾞヒ 第１４１旨
平成20年８月７曰

特集：北光会設立80周年記念
学部創立100周年記急寄附害御芳名
(中間報告：平成１８年７月～平成20年６月）
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秋田鉱111専門学校
秋田大学鉱111学部１司窓会
秋田大学工学資源学部



秋田大学工学資源学部は，明治44年(1911年)に秋田鉱山専門学校として新入生を迎え
て以来，平成23年(2011年)に創立100周年を迎えることになります。
また，北光会は昭和３年(1928年)に設立され，平成20年(2008年)に80周年となります○

目 次

巻頭言…………………………………･………･…･…菊地芳朗……１

北光会館の思い出、そして新同窓会館の夢………西田眞……４

北光会設立80周年・生命化学科新設記念講演会報告

………･…･…･……石山大三……５

全寮合同寮祭を開催…………………………………菅井幹夫……７

北光会年表…………･………………………………….．………………………９

北光会設立80周年に寄せて………………………………･…………..………１０

狩野豊太郎・工藤敏夫・千葉到・小松博

研究最前線………………………………………………吉村哲……1４

韓国・忠南国立大学との合同セミナー報告…………齊藤準……l6

JointSymposium2008開催報告………………………水戸部－孝……１７

先輩から後輩へ………………………･…･･……………村田健司……１９

工学資源学部の英語教育の新展開一TOEICの全員受験

……………･･………･……菊地賢一……２０

工学資源学部技術部改革と教育研究技術支援の状況

…………･･………･…伊藤芳昭……２１

平成20年度理事会・通常総会報告…………………中田真一……２２

学部創立１００周年記念事業報告…………………･……………･…………･…３４

寄稿…77歳で修士（学術）の学位を取得して……外崎厚……３６

北から南から－支部・クラス会だより－…………………………………３７

母校だより・会員だより・会員消息……･………………………………･…･４４

事務局から……………………………･……………………．.…………………４７

計報………………………………………･………………………･…･…４７

編集後記…･……………………･………･……………………………………４８

学部創立100周年記念寄附者御芳名………･……………………･………･…4９

■

}●

会費納入のご協力をお願いします：このところ北光会会費の納入率の低
下が目立っております。特に若い会員のご協力をお願いします。

表紙写真：全国花火競技大会「大曲の花火」（８月第４土曜日開催）
全国的に有名な，歴史ある花火競技大会。
夜空を彩る数々の花火は“素晴しい,,の一言に尽きますが，
周辺の混雑にも凄いものがあります。撮影：杉山

会場やその

渉（ＭＨ2）
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巻頭言
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｢北光会」設立80周年に思う

北光会会長菊地芳朗（GS34）

今年は，昭和３年に北

光会が設立されてから８０

周年を迎えることになり

ました。大変おめでたい

ことで，皆さんと共にお

祝いしたいと思います。

先ず，創立100周年記

念募金の現状についてご

,1]現在，総額１億1,529万

二つ目は，「どうして同窓会を作ったのか」で

あります。

それは大変立派な校友会があるのに何故同窓

会が必要であったのか，と云うことです。

校友会は初代校長小花冬吉先生が精魂を傾

けて，秋田鉱山専門学校が創立された翌明治４４

年に設立したものであります。教員，学生，卒

業生が会員で，それに産業界の蒼々たる方々が

名替会員となっておりました。

校友会誌や北光会誌をみても、「何故設立し

たか」については書かれておりません。だが推

測させるような資料はあります。

それは「北光」の第１号と第２号に大橋良一

先生が「回想録」と題して載せている文章にみ

られます。「大正５－１０年頃になり，会員の大

多数を占める卒業生が，會の中心から殆ど何ら

の考噸も払われず，他人扱いを受け不平満々の

有様」とあるのです。このように，校友会との

関係が原因であったのでしょうか。

椎111ﾘは別として，北光会を創るのには大変な

努力があったものと思われます。当時の卒業生

にとって，初代校長の小花冬吉先生は神様のよ

な先生であったと思われます。

このように思われている小花先生が精魂を傾

けて創られました校友会とは別に同窓会を創る

のですから，大変であったと思います。しかし，

結果的には円満に出来たものと思われます。そ

れは，北光会は出来たばかりでお金がなく，校

友会から基金を頂いております。そして北光会

員には以後校友会誌を送らないことまで取り決

めております。

このように多大な努力の下に北光会が創られ

れたものと思います。

その後の主な活動を「北光」からみますと，

縦Eii

報告致します。６月301]現在，総額１億1,529万

円のご芳志を賜り感謝申し上げます。その内，

北光会は2279人，6060万円であI)ます゜北光

会の目標金額は１億円であります。なお一屑の

ご支援をお願い致しますｃ

さて，北光会設立当時を振り返り，その後の

経緯について現存する資料から述べてみたいと

`思います。

大正15年２月，北光会創立の気運が高まり会

則草案の起草が行われ，それを基に昭和２年１１

月21日午前10時より秋田市内で，市内及び付近

在住の16名が集まり同窓の会合が開かれまし

た。ここで会則や趣意書が作られ，「時計の針

は段々正午を廻って居る食事もそっちのけにし

て會則第七催による愈長理事，評議員の選定を

了へた」とあります。

明けて昭和３年６月２日，秋田市内及び付近

在住の会員１０名が集まり，本年度役員，会誌編

集委員の選出が行われ，名誉会長に平岡通也校

長を､会長に柏木巳間之助氏（冶金Ｔ３），その

他理事等を選定し，北光会が設立されました。

(会員数：約630名）

さて，私は北光会長を拝命してから二つのこ

とに疑問を感じておりました。一つは，北光会

の名前の由来であります。このことについては

先号の「北光」で申し上げてあります。

北光１４１(2008）－１－



と題し，「国内･海外で活躍され，我が国産業

界に期与せられつつあることは，私共の誇り

とする所であり，各支部に於いて大会を催さ

れ，旧情を暖めらるる快報に接し，北光会の

前途に大いなる希望を持つに到りました」と

力強く述べている。（会員数：約6,000名）

８．昭和28年４月：戦後初の総会が日本鉱業会

識堂（東京）で開かれる。出席した会員は約

１００名，これに多数の委任状を加えて，新役

員を選出した。

９．昭和31年９)］：第１回支部長会議（全国に

９支部が置かれた）が開催され，創立50周年

記念事業として鉱業博物館建設が討議され

た。更に単科大学（秋田鉱山大学）について

も討議された。

１０．昭和32年３月：北光会単独で「鉱山学部を

分離し単科大学として独立する」旨の記者会

見を行う。その後開催された第２回支部長会

議で討論審議された。

11．昭和32年４月：通常総会で「創立50周年記

念事業」が可決された。

12．同年11月：教授会で創立50周年記念事業を

行うことを決定し，「秋田大学鉱山学部創立

５０周年記念会」が組織され「鉱業博物館」の

建設が決定した。

13．昭和36年３月：寺井和志蔵氏（採鉱Ｔｌ5）

の寄付を基金に北光会奨学部が設立される。

14．同年１０月：天皇，皇后両陛下鉱業博物館に

行幸啓される。

15.同年１０月：鉱業博物館が一般に公開される。

１６．同年１０月：鉱山学部創立50周年記念式典が

挙行され，「秋田鉱山専門学校・秋田大学鉱

山学部50年史」が刊行される。

17．同年10月：臨時総会で，鉱山大学昇格促進

決議を行う。

18．昭和38年８月：戦没北光会員追悼式をご遺

族，学長，学部長，北光会員出席のもとに鉱

業博物館講堂で行う。

１９．昭和41年４月：昭和40年に文部省に移管さ

れた鉱業博物館の運営・発展を図る目的で

1．昭和３年８月：「北光」第１号を発行する。

初代校長小花冬吉先生を始め歴代校長の胸像

油絵肖像又はブロンズ浮彫掛額作製の募金が

提案され，昭和5年５月小花先生の胸像除幕式

が行われる（胸像は戦時中に供出され，雑石

のみが残された。戦後，会員に醸金を呼びか

け再建され，昭和25年10月に再建除幕式が行

われた)。

２．昭和６年９月：満州事変が勃発し，会員の

多くが満州に渡り，昭和７年12月北光会満州

支部が設立される。

３．昭ｆ１１１２年１２月：佐藤謙三氏（選科Ｔ６）の

寄付により学生集会所が建設される。

４．「北光」第20号（S13.1.1発行）から「戦地

便り」が掲載され，所在地は○○と記入され

ておらず，戦時色を感じるようになる。

５．昭和１５年７月：加賀谷文治郎先生引率のも

と２０名の学生が満州勤労奉仕隊として渡満

し，当時の満州各地を廻る゜

６．同年１０月：母校創立30周年の式典が行われ

る。（会員数：1.700名を超える）

こうして漸次戦時色が強くなり，昭和15年

発行の第24号から紙質が極端に悪くなり，昭

和17年12月５日発行の第26号を以て「北光」

は休刊となる。

戦後，東京支部を中心に北光会再興の気運

が高まり（昭和25年：東京北光会大会)，戦

時中，休刊のやむなきに到った会誌「北光」

が東京北光会の尽力により復刊される。

（この間，昭和21年から秋田県をも取り込ん

だ単科大学（鉱'11大学）昇格運動が行われた

が実らず，昭和24年５月，秋田師範学校，秋

田青年師範学校と併合し秋田大学鉱山学部と

なったが，会誌が発行されていないため，会

員の活動状況についての記録は残っていな

い）

7．昭和28年４月：「北光」復刊第１号が東京

北光会より発行される。２代会長大河原三

郎氏（冶金Ｔ４）は「北光会報再刊の歓び」

北光１４１(2008）－２－



年の設立当時や戦後再開された時の定款も若干

の文字の違いがあっても目的は同じでありま

す。これからしても母校の発展に協力すること

は当然のこと，と云わなければなりません。し

かし，その前提には会員相互の親睦が必要であ

ります。会員相互の信頼があってこそ母校に協

力出来るのではないでしょうか。

戦前の「北光」にも「支部便り」や「会員の

消息」などがあります。最近，現在の「北から

南から－支部･クラス会だより＿」は「酒を飲

んでの会合だけだ」との批判を耳にしたことが

あります｡しかし，これも親睦のためには必要

なことではないでしょうか。

親睦とは何かを，今一度考えてみる必要があ

ると思います。そして，現在問題になっている

北光会の活性化や会費納入率向上のために､会

員相互の親睦を密にする必要があります。その

ためには支部の地区単位や職場単位の活動を盛

んにすることも必要と思います。

本年５月に開催の東海北陸支部総会に平成年

度卒の会員が15名出席されました。職場単位の

活動を活発にした結果と聞きました。また，本

年の設立80周年記念枠で感謝状を受けられまし

た秋田市役所北光会,秋田工業高等学校北光会，

㈱ベンは毎年職場単位で会費を＿括納入されて

おります。このようなことを参考に会の活性化

に努めて行きたいと思います。

設立80周年に当たり，北光会を設立し，今日

までご尽力頂きました諸先輩に感謝申し上げ，

更に成長・発展するために皆様と共に努力して

いくことを誓いまして，一言ご挨拶と致します。

皆様のご意見をお待ちしております。

「財団法人鉱業博物館後援会」の設立が文部

省より認可される。

20．昭和46年10月：創立60周年記念式典を行い，

６０年史が刊行される。

21．昭和50年12月：鉱業博物館創立１０周年記念

事業として文献資料庫が建設される。

22．昭和56年：創立70周年記念として鉱111学部

前庭の環境整備を行い，台湾北光会より記念

の蛇紋岩が寄贈される。

23.昭和61年１０月：創立75周年記念式典を行う。

記念事業として，国際交流基金を創設する。

24．平成６年１０月：鉱業博物館創立30周年記

念事業としてリフレッシュ事業を行う。

25.平成12年６月：創立90周年記念式典を行う。

26．平成16年10月：支部長会を再開する。

27．平成17年２月：産学官連携を目的に東京・

関西でセミナーを開催する。現在まで東京セ

ミナー14回，関西セミナー３回を数える。

28．平成18年６月：工学資源学部創立100周年

記念会が発足し，記念事業として学術支援基

金の創設，鉱業博物館の拡充･整備等を行う

ことになり，募金活動を開始する。

29．平成１９年５月：通常総会を海外で初めて台

湾で行う。

30．平成20年６月：北光会設立80周年記念講演

会（学部との共催）と全寮合同寮祭を行う。

このように私達の活動の殆どは学部への協

力･応援であります。会誌の発行などを除いた

北光会独自の活動は，昭和３年の小花校長の胸

像の作製，昭和12年の学生会館の建設，昭和３１

年の単科大学運動，昭和36年の奨学部の設立，

昭和38年の戦没北光会員追悼式，平成20年の全

寮合同寮祭位でしょうか。 北光会は皆様の会費で維持されております。

会費納入率の向上にご協力下さい。

今回，「北光」に眼を通して感じたことは，

同窓会とは「何なのか」と云うことでした。

定款よる会の目的は「会員相互の親睦をはか

り，併せて学部の発展並びに鉱工業を中心とす

る産業の発展に寄与する」とあります。昭和３

北光１４１(2008）－３－
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一･北光会館の思い出，そして新同窓会館の夢一
工学資源学部長西田眞(ES49）

館」で昼食を採った，コンパをした，友達と話

した，卒業した先輩と話した等々，思い出とな

る場所が存在しないことも一因でしょう。在校

生が同窓会の存在をより身近に思い，卒業生を

繋ぐためには，昔の北光会館に変わる何かが必

要です。

さて，秋田大学では，本年度メディア学生セ

ンター（仮称）を建築するべく概算要求を行っ

ています。メディア学生センターは，図書館と

総合情報処理センター，学生支援関連事務が一

体となる，大規模な建築物となります。正門か

ら入ると全面ガラス張りの近代的な建物があ

り，大学のシンボルとして，多くの学生が集う

メインの施設となる計画です。メディア学生セ

ンターの建設にあわせて，周辺環境の整備（車

庫の移動，庭の整備）も実施されますので，正

門からの鳥Iiiltは一変することになります。メデ

ィア学生センターの完成は平成22年中が予想さ

れますが，これは学部創立lo0周年事業と重な

ります。

この，大学全体の環境変化を好機と捉え，メ

ディア学生センターの一角に，同窓会館（北光

会館）としてのスペースを確保できれば，在校

生と卒業生（同窓生）とが集う空間が生まれる

ことになり，両者の絆も強固なものになるでし

ょう。また，そこに北光会の歴史的遺産を展示

するコーナーでも設備できればなお結構です。

昔，木造の北光会館で集ったように，新時代の

メディア学生センターで学生が集い同窓会（北

光会）を意識し，卒業生が集い秋田大学を意識

する，世代間交流が生まれることは間違いあり

ません。100周年事業の一つである，モニュメ

ントに代わり，新同窓会会館（北光会館）を確

保する，これは世代を繋ぐ貴重な遺産となるこ

と必定です。真夏の夢として終わらせたくない

ものです｡

本年度，秋田鉱山専門学校，秋田大学鉱山学

部，工学資源学部の同窓会である北光会の設立

80周年を迎えることになります。歴史ある北光

会のメンバーの一人として，まずもってお祝い

申し上げます。

さて，私が同窓会としての北光会を意識した

のは卒業式の後に開催された入会式でした。当

時，入会式の会場は今の工学資源学部１号館の

共126（当時は127です）講義室でした。在学中，

北光会が同窓会であるとの認識は乏しかったの

ですが，北光と言う名前は，「北光寮」の名前

以外でも良く知り，使っておりました。当時，

手形キャンパス北側，野球場の側に，木造の古

い建物があり，昼食で頻繁に，また，コンパな

どで偶に利用し，この建物が北光会館と呼ばれ

ていましたので，「北光」は当然のごとく知っ

ておりました。つまり，食堂として利用した北

光会館を通じて，「北光」を毎日意識していた

ことになります。この北光会館が，同窓の北光

会と関係していたことは，卒業後大学に戻って

から知りました。学生時代は，同窓会である北

光会を意識せず，同窓会館たる「北光会館」を

通じて「北光」になじんでいたことになります。

何ともお粗末な話ですが，これが現実です。

現在の学生が北光会を意識するのはいつ頃の

ことでしょうか？学科を通じて配付される会誌

を通じて「北光」の名前と，同窓会であること

は知っているようです（北光会誌を読んでいる

かは疑わしい)。しかし，名前を知っているこ

とと自分が学生会員であるとの認識が有るかは

違うようです。卒業式の間近に，入会式の案内

を受け取っても，「何をするのか」と質問する

学生も偶におります。これは，日常，北光会を

意識する身近な事象が少ないことや，日頃目に

付く建物（同窓会館のような）等が存在しない

ことも一因でしょう。昔，学生時代に「北光会

北光141(2008）－４－
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さて，今回で第141号となる「北光」も工学

資源学部在校生から鉱山専門学校卒業生の大先

輩に至るまで，幅広い世代の方々にお届けして

おります。“北光会・工学資源学部の旬の情報”

を皆様にお伝えするこの冊子が世代を超えて楽

しんでいただけましたら幸いです。

景山陽一（ＩＨ７）

編集後記

先日，家族とともに秋田市大森山動物園（ミ

ルヴェ）に出かけました。久しぶりの動物と動

物園の変わり様，そして幼稚園に通う息子の

蜂どうして？”という質問を堪能できた一日で

した。

“人は4回（時期）動物園に行く機会がある"，

と聞いたことがあります。①子どものときは，

家族や幼稚園・小学校の行事で，②高校生・大

学生のときは,彼氏や彼女とのデート先として，

③親となり，子どもとともに，④孫が生まれ，

家族に囲まれて，とのことです。実際に行った

時には，予想以上にケース④の場合が多く，

"動物園は世代を超えて楽しめる場所なんだな￣

と嬉しく思った次第です。

私の大森山動物園に関する一番古い記憶は，

チンパンジーに唾をかけられるというもので

す。子どもの頃は，動物そのものにしか関心が

ありませんでしたし，園内も“（当然ですが）

動物がいます”といった雰囲気だったような気

がするのですが，今回は動物の見せ方など動物

園の工夫に感心させられました。．､動物たちの

まんまタイム”では，動物たちがまんま（ごは

ん）を食べるときの，生き生きとした様子を見

ることができましたし，飼育係の方が丁寧に解

説してくれました。また，ワンコインで羊やラ

クダに餌をやることができ，初めはおっかなび

っくりだった息子が誇らしげに餌をやり終えた

ときには，思わず笑みがこぼれました。他にも，

身近で動物を見るための工夫が各所に施されて

おり，リピーターにも楽しめる場所だなあと思

った次第です。また，同じ動物園であっても，

年齢とともに見方や感じ方が変わるのだなとも

思いました。

〃

発行所〒O10-8502秋田市手形学園町ｌ－ｌ

秋田大学工学資源学部北光会

ＵＲＬ:ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ・hokkokaicom

E-mail:infO＠hokkokaLcom

電話０１８（835）９８２２

０１８（889）２３１７

ＦＡＸＯｌ８（835）９８２２
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工学資源学部創立100周年記念事業

達成へのご協力依頼

徳
西
菊

田弘

田眞

地芳朗

創立100周年記念会会長

秋'11大学工学資源学部長

北光会会長

年次ｲＩｊ：などで示しております。

一方，北光会の｣'１会只の絆様には，ご承知

のように総額’億''1を１１標に募金活動を行っ

ておl)ます゜本年６肌|ﾐ現ｲI：，2,279緒のﾉJ々

から↑総額60596391}'１（lFI標緬の60.6％）の

ご芳,iLj(を賜っております。１１標の’億｢Uは，

北光会にとっては満額であることから，卒業

ｲﾄﾞ次別募金額を次のように設定しております

(北光l38-lill･からリ1111）：昭１l144jli以ｉｉｉの卒業

ＮｉはＩｌＩ来れば15.000｢']以上，Ｉ|洲'45年～11(|和

57年の卒業ｉ|皇は30,0001ﾘ以上，１W|和58年～平

成７年の卒業生は25,000円以上，平成８年以

降卒業〈'２は２００００１'１以上。

北)'６会の１１標額を達成するためには，

15,000人以lこおられる正会且一人一人のご協

力が不lil火です。既にご寄附して頂いた方々

は，次ページ以降の御芳塙リストを参考に，

''1窓Jliの方々への'1平ぴかけを御liili(いする次鏑

です。

なお。蛾新版の「募金趣意醤」（払込・振替

川紙入り）を北光141号と共に送付させて]Y1き

ました。この「募金趣懲脅」は，主として副

会長，常{側!｣jLJ1l41lﾈなどの役貰名獅を惨｣ｆ

したもので，』|‘業内容・弊金Ｈ標額・慕金要

:'､などは従来とIil様です。鍼新の趣意flｻﾞを全

此に送付した関係で，仏込・振込)'１紙Ｍ１封

されております。既に募金されている方には，

ご迷惑をおかけしますがご容赦下さいます

よう御願いします。

平成18年６)jに［学資源学iifll創立1〔)0周年記

念会が発足し，７)｣に募金活動を開飴してか

ら。’11-〈も２年が経過しました。この間，北

光会jl2会１１．１|棚Ⅱ会員および伽1教職ＬＬ企業

WJ係の皆様から多大なるご寄附を賜りました。

'１１時に多くの力々から，’1上11花激励のお言蕊を

頂戴して参l)ました。厚くiiM礼を申し上げま

す。

ご承知のように100)iMｲ'2記念事業達成のため

の募金目標額は３値}'１です｡本ｲ１２６）]末珊↓(l：

の寄附金総額は115,287,8911']です。昨年度か

ら学部の教員が｢|:'心となって企業に募金協力

を行っておりますが，フITfll1を含む地ﾄｰ資源の

,制勝や公共羽業の大I111iiliiliなどの要因が重なっ

て，募金委員会が作成した企業|小標額をiillli額

寄附して頂く企業数はかな|)低い状況にあり

ます。

ところで，これまでにご芳志を頂いた方々

のご芳名は，「北光」136号（平成18年１１)]発

行）からル11号（平成2Ｍ'２８）j発行）にわたっ

て，｜;ＩｊｌＷ峡の都合｣二，寄附受付期間を区切っ

て掲赦して参りました．この褐iliHi方法に対し

て，これまでにご寄附された方々のご芳拓は

これらを全て兄ないと解らないので，ｌＴｊｌ窓生

に寄附の呼びかけをしにくいとのご意見が多

数寄せられております。そこで，本号の51ペ

ージ以降に，平成18年７月から本年６ノルI<ま

での寄附者御芳名を，企業，クラス会・団体，

鰐志家，111教職員，現教職』｣，学科等の卒業

－４９－ 北光１４１(2008）



学部創立１００周年記念

寄附者御芳名

次ページ以降に収めました企業を含む寄附者の御芳名は，

７月］'二|から平成20年６月末｢1までに受け付けた分です。

ご寄附を頂いた方々に厚くお礼ﾄﾄﾞ'し上げます。

平成18年

寄附金

累計件数

累計金額

２，６１３件

１１５，２８７，８９１円
(平成20年６月3011現在）

北光山11(2008）－５０－



寄附者御芳名（敬称略） (平成18年７月１日～平成20年６月30日受付分）

企業

ＡＤＫ徹｣春システム(株’

（嫌ＩＣウィンテック

ＪＦＥホールデイングス㈱
ＮＥＣソフトウェア来北株）

ＮＴＴアドバンステクノロジ(棟

アイ・エム・サービス(棟

〈槻アイシーエス

アカオアルミ(抑

（様秋田銀行

（擁秋田魁新報祉

秋IⅡ指)j㈱

アドソル日進(㈱

（鯛アルファシステムズ中Ｉ)ｉｉテクノセンター1号鮒
（棟,五十鈴製作〃r欲IⅡ工場

乾川亘氏金属化工(擁

インコ来京ニッケル(椛

一LlI1石灰製造(槻

（槻｢l杵鋼敏工業所

エーピーァイ(㈱

（㈱エスエフテイー

（㈱エンプラス

オイレス了[業(株】

（㈱オーム社

鹿KO建設'Md秋111`獣難所

樫１１１工粟(怖

（㈱カナエ

河合石灰正業(株I

IXl火天然瓦斯ｌ１Ｉ１苑(株）

キーウェアソリューションズ(槻

基礎エンジニアリング㈱

協栄潅業(鞭

（㈱クリステンセン・マイカイ

コア・テクノ(縦

（掬典和二'二業所
（槻コスモアライアンス

コスモェ機(株）

小林工業(110

（様コベルコ科研

日本クラウンコルク(M０

，本ケミコン(怖‘

日本新金属㈱

日水稲機(樅

日本天然ガス(槻

日本発条(掬

㈱バーズ燗報科学研究所
ハットリ㈱

(槻ピーシーコンサルタント

(槻IilI工作所

Ⅱに匝機(掬

日.江電子サービス㈱

(㈱[I立來Ｈ本ソリューションズ

弘IMI航空砿子(㈱

ヒロセ地機㈱

ファーネス化工機(掬

爾士通マイクロゾリューションズ㈱
富士フィルター工業㈱

扶桑建設工業(鞭仙台支店
㈱復建技術コンサルタント

防災地質工業㈱

㈱北都銀行

マルヤスエ業㈱岡崎工場

三ﾉﾄﾞ石fI11開発㈱
三愛マテリアル㈱

三菱マテリアルテク八㈱

ミツミ↑11機㈱秋IlIzlF業所

(槻メイコー

矢橘工業(㈱

(槻１１１武ビルシステムカンパニー東北支社：
㈱ユアテック秋田支社
ユニバーサル･インフォメーション･サービス味）

横浜金楓(榊

繍ラプラス

(槻リケン

リコーソフトウェア(抑

菱栄テクニカ㈱

(㈱ﾉf洋ｔＵｊ‐

サクサシステムエンジニアリング(槻

三和テッキ(様

(㈱シ－．アンド･アールコンサルタント
(株)ジェムコ

(掬川津製作所

iiIi水建投(MijjlL化支１１Ｖ
(㈱シメックス

(ｲIDシンショウ

新１１鉱ホールディングス(神
住友ベークライト(神

石7111賛ilIi'1M発(柳

絲祷備報システム〈抑

綜合警伽保障(㈱
ソレキア(棟Ｉ

大成ロテック(仲,来北支社

大平洋金属〈株Ｉ

(繩ダイヤコンサルタント来北文社
タドコロインターナショナル㈱

(抑タンガロイ

千簾エンジニアリング:㈱
中央発條(槻

中部鋼鍍(榊

ティーデイーシーソフトウェアエンジニアリング(㈹

(縦テルナイト

束MH興業(掬

束〕;〔コンサルタンツ(榊來北支ｌＩ１ｉ

来乃(鋼鐡(柿’

東芝エレベータ(MＯ

東北ソリューションサービス(１１０

束洋梢澗槻
トキコテクノ(擁

(槻ナカヨ皿偏機

雌木輔密`ii自石《掬秋lⅡ鵬沢1:場

成美興業(㈱

ニチハ<槻

日鉄鉱業(槻

lLI鐡住余溶接ｌ:柴(株’

(#ljIl本海'11検定協会

クラス会・団体

ＡＤＫ1;にl:システム(掬化光会ﾛｲI志

Ｂ-20有志

ＥＳ・MS34首都圏クラス会

OS-22lUj学友会

MS2`lクラス会打志

平成18ｲﾄﾞljZ1u虻迩ｆｌ:学ｲ｝卒業・修了'k－Ｉｉｉｌ

千蛸北光会有志

工学資源学部後援会

日本素材物性学会
平成,9年庇,00周年記念会役例会・北光会

明徳館懇緒会

北光公秋lⅡ支(11.人,､挨文部有志

北光会HUiuj支部有志

北光会支那長会

北光会東北支部

北光会本４１；'二11列地区上部

県吋も北光公

箙志

茂処

石川

家

秀一．

光リ）

山、

渡辺

下策駿

中村Ｉ魁２１２

ミツエ

友広
遮膿好ｎｌｊ

'1,野寺学一

日教職員（卒業生を除く）

芦川｜賑金）巴純fllH

麻′ｋｆＩＩ火灘１１１列雄
池ＩＨ稔鎌’１１金伍〃１

石郷|剛119［-丁．川村ギン

行躯岡イバ雌木村俊一一

石塚夕ケ鵬ｆｉＬ－・ＩＩＪ
（ル嬢駮芙雄】(ＴＩｌｌ雄二郎

伊膝ｌ竜二後藤ｉ［論

伊藤ｉ】｛ｆⅡ′j、Ｉｉリ敏）参

大塚敬佐々木ＤＩｑ士

人沼ｉＩＩｊ佐ノ鰻ノLA1I1二J.．

’]、川雄一幸佐ｌ膜寛次

ljII倒谷虹、佐ｌ膜進

葛Ｈｆ栄．佐煉英之

松錐谷論

的場保望

三ｉｉＩｉ

三補填六

三浦信昭

宮川雄作

武藤侃

勺曾Ｉ礒

山下秀

波辺功

渡遜慈〃】

蝿Ⅱ１血、

水、明ｊ琴

ｈｌｉｉｕｌ正邦

化村俊天

来獄一雄

憐ｉＩｌｊ職占

基谷川鋼隆

林久人

平、泰茂

保坂良吉

本１１M・恒夫

松岡利夫

松川和義

松水利昭

粋１１１雅

進滕占存

ｲﾔﾉﾙ〔金肛郎

鈴水悦郎

鈴水フミ

鈴水雄・悦

駈ｌ膿悦郎

~rJJタヱ

Ini鵬dｌｉＨ

Ｉｌｌｌｚｉｉｉ弘

IIT村キクエ

ＩＩｏｌｉｌＩＩ光吉

IｌｌＨ幸子

秒§父功一
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現教職員（卒業生は各葛
布ＩＩＥ俊二

ＩＪＩ嬢芳昭
慨１１MミウｑＥ晃
丼」名浩
今満水雄二
iMr木征三

大川卓男
大谷規隆
大好直
ｌｌＵＵｌｉＬ祷孝
’１，川信１列
小沢泉太郎
小原仁
ljII賀臆弘子
加騰純雄
鎌１日薄友
河Ｌ肇
川上狗
行勝砿
古川賑一郎
木村一格
’１，松一幸
斎膜蝿子

一｡=■｡●●■｣Ⅱ■｡▼｡■■Ⅱ⑤●■~■●｡￣｡Ⅱ■｡■■やむ~￣､

物故会員（ご遇29尼よ0ﾉ）
大高女人ＢＳｌ６後
『け川威ＯＳｌ９
収海林典澄ＢＳ２０
海安昇ＭＳ２０
Ｈｌ蟻ＭＳ２０
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採鉱学科・鉱山学科（採鉱
関根五郎ＢＳ５
木村常七ＢＳ７
野中正二ＢＳｌＯ
塚趣正ｌ勝ＢＳＵ
鈴木正ＢＳ１４
千無寛ＢＳ１４
西ＩＲＩＢ学之ＢＳｌ４
牡野金生ＢＳ１４
小林雄吉ＢＳｌ５
閲口久七ＢＳｌ５
打作茂治ＢＳ１６１１ｉＩ
石神正夫ＢＳｌ６ＩＩｉ
今井斑行ＢＳｌ６ｌＭ「
平瀞｜城幸ＢＳ１６１ＭＩ
ｉ１ｒｌＩＩ米夫ＢＳ１６後
ｉ111口隈芳ＢＳ１６後
佐藤呂ｕｎＩＢＳ１６後
芝枠雄ＢＳｌ６後
職埴哲夫ＢＳｌ６後
中崎一良ＢＳ１６後
水松一夫ＢＳ１６後
來ｉ悪初男ＢＳ１６後
１１１’'’三郷ＢＳｌ６後
趨ＩＭＩ頁直ＢＳｌ７
大檎省三ＢＳｌ７
小野廠一ＢＳ１７
小山十郎ＢＳｌ７
柏崎幸雄ＢＳｌ７
加納博ＢＳ１７
菊地にＢＳ１７
中西博文ＢＳ１７
ｕ１０材、、紀ＢＳ１７
ＦＩＩ付癌圀ＢＳ１７
I１７ＩＨＩｍ郎ＢＳｌ７
ｆＩｌＩＨ洋ＢＳ１７
上１１１正幸ＢＳ１８
狩野鰹太郎ＢＳ１８
後膿栄ＢＳ１８

滴井洽男ＢＳ１８
榊1ｌｘ弘ＢＳ１８
坂ロ泉ＢＳｌ８
佐々木賢三ＢＳ１８
ＩＩｌＩｌ二Ｉ鰹ＢＳｌ８

水爾弘ＢＳ１８

(卒業生は各学科にも掲職，ここでいう現職とは寄附金受付時点）
二齊麟ｉ仏中村．靴焚
昭坂１１１典人四街且忠nllj
晃坂ＩｌＵＯｌＩ山早坂１１：
浩Ａ２近ｌｌｉリメ林醗雌

佐々木)ＩｊＨ堀口ｉＩＭｉ－２
三縦本達見松禰英夫
男佐瀧・忠雄付上英樹
隆佐瀬忠辺干駁好犬
直佐徳１W【巳山本良と
季佐藤芳蟻１１１元正織
１列満水金光佐藤ｈＦｌ３Ｓざl7
NE帥鉾１Ｋ茂夫石１１１人三Ｇｓ５６
仁村１１Ｍ俊侭川ﾉﾙ(谷ｉＩＩｉＧＳ６３
子泰松解千田忠ｌｌｆＧＨ３
雄商蝿鰍二塚鈍成ＩｌＳ４】
友商繊カネ子麻生節夫IIS５２
壁Ｆｌｊ行憾弓大友畿馳ＫＳ４７
胸武石学憲田口正；たＫＳ５３
砿nJ蝿鬼文菅井粋だＩＴＳＩ(）
一郎ＨＩＩｌｏ花JIL高中Ⅱｌ典一一ＦS５３
格谷Ｌｌ紋ｐ勝奨谷部奥本ｊ２Ｆｓ５８
幸玉本一共夫向橘｜叩ＲＳ６０
子三上岐仁石沢Ｔ･佳子ＲＨ４
Ｉ⑤●■-■●｡－｡Ⅱ■｡■■やむ-￣､日⑤－印｡5｣｡｡｡｢｢---FⅡ午｡ⅡⅡ■十=▲■-｡Ⅵ-｡■IF⑪｡⑤●｡■6-=寺■ﾛ=

高崎服志
小笠原正、Uリ
神谷修
渋谷嗣
iliJ材泗允
吉村ケイ．
佐藤正志
西畑腕
鈴木雅史
目子制】ｌｉｌ
佐々木芳悲
水面部一拳
'南橋教
今・野和彦
佐麟材ｉ－・
横山洋之
iljJH希典

及川洋
長谷締薫
駛山鴎一

ＳＨ６

ＡＨ１３

ＭＳ５１

ＭＳ５５

ＨＳ３９

ＥＳ４２

ＥＳ８９

ＥＳ４９

ＥＳ６０

ＥＳ６３

ＥＨ２

ＥＩ－Ｉ３

ＥＨｌＯ

ＤＳ５４

ＤＨｌ

ＤＨ１

ＤＩＩ６

ＣＳ４７

ＣＳ５１

１１Ｉ７

額ＩＨＩ

保坂

i屯１１１

夏ｌＩ

小笠川（

丁
雄
潔
治
淳

ＫＳ２２

Ｍ呉２２

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＭＳ２３

木村・
高m

flI藤

渡辺

宇ifiH1

芳
雄
良
職

岬
．
必
川
耐

IＺＳ２３

ＫＳ２１

ＫＳ２５

ＦＳ３４

ＩＩＳ３５

杉山征四郎ＦＳ３６
米田勝秀ＨＳ４３

茂
緬

0｡Q

学
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諜程）

中村弘ＢＳｌ８
旱川辿ＢＳ】８
松本俊三郎ＢＳＩ８
松本保ＢＳｌ８
趣前宏明ＢＳｌ９
大塚一・雄ＢＳｌ９
河「ＩＩｆｋＢＳｌ９
川為ｆＵＩ蓼ＢＳ１９
小林」,Ｌｉｉ１ｉＢＳｌ９
橘彬一ＢＳＩ９
基ｳト俊秀ＢＳｌ９
瀞川又夫ＢＳｌ９
浜Ｌ樋一ＢＳｌ９
；ＳＩＡ林照雄ＢＳｌ９
九ｌｌＩｆＩｌ夫ＢＳｌ９
三術決ＢＳ１９
三浮澗扶ＢＳｌ９
吉ｌＩｌｌｌＵ［貝ＢＳｌ９
池」２ 係ＢＳ２０

大羽公５ＦＢＳ２０
列1W３文鍵BS20
1と脇Ⅱ二兜BS20
fIV水打三ＢＳ２０
公手達郎ＢＳ２０
久保三郎ＢＳ２０
斎嬢光次ＢＳ２０
佐鹸友三郎IBS２０
仏；雌譜ＢＳ２０
志ＩｌＩＤｌｌ夫ＢＳ２０
谷ロ徳文ＢＳ２０
鍋念凸道ＢＳ２０
職西達夫ＢＳ２０
藤Ｊ１：－・隆ＢＳ２０
Ｆリ１１１１雌児ＢＳ２０

１塒１１１糠道ＢＳ２０
石塚勉ＢＳ２２
今Ｊ１：DＫ伯ＢＳ２２
大塚鋏男ＢＳ２２

木全義明ＢＳ２２
斎麟正宛ＢＳ２２
ｉＺＩＪＩ苫随ＢＳ２２

燐麟唯二ＢＳ２２
戸雛ＩＩＩｌＢＢＳ２２
中Ｌ1１Ｉ壁ＢＳ２２

ｉ尼谷非ｌＵｌ
藤井僻一一
111J田山作
楼崎勲
三谷将人

宮燭述久

安ＨＩｉＭ１－ｆＩＢ
ＩｌＩＲｌｌＩｌ〉
吉mｉｈｆ一

波部千一敏

渡辺勝
荒牡iliトリ」
池「１１友保
石弁rKIﾘｌ
伊噸昭・

上ｕＩｆＩｌ利

刈鋼立身
加蔵ｌｉｕｊ嗜
金谷孝
木塚峰火
水谷修一互

斉藤嘆
佐々木灘丸

佐鮪戊
佐藤義雄
鈴木隆上

関翻昭雄

０１:ｌｊ橘Ｍニミ

田口式火

筒ＪＩＩｌｒｌ三

中江惇一

繩手定一

ｉｌＬｉ材．努

艮谷川１W【之
林揃脚j
lH（子IIB
細ＩⅡ武雄

藤肱敬Ｉｌｒ
噸村麟二

径岡IIB夫

俊ロＩ光満
三ｉＩｌｉｆｌｌ犬
三ｉＩＩｉ峰＝

111本泣雄

Ｉ３Ｓ２２

Ｉ３Ｓ２２

ｎＳ２２

ＢＳ２２

ＢＳ２２

ＢＳ２２

ＢＳ２２

ＢＳ２２

１ＢＳ２２

ｎＳ２Ｚ

ＩｌＲ２Ｐ

ＩＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ２３

ＢＳ2３

門脇薗久悲
小松保彦

佐野純郷
窩IIJ強哉
大江昭次
渡辺克凪
ｲＮｉ本守
只野縛治

士昼喜久男
三ＩＨ正己

石川和夫

jJII藤善二郎
川口博輌

駒形貞嗣
斎藤洋一

庄副益
llljiJr久迭

漉田嶺郎
沼沢太姥雄
野崎保
藤井邦夫
宮腰宏
伊藤懇哉
大１１１茂由
加藤孝志
)隅崎勝
白坂秀夫
,廟久勺：
竹田直火
１ｍ代毅

辻一雄
l友兄利夫
野呂俊一

樋田登喜夫

1町部列抑

ﾉﾄ上悦宏
伊憐文犬
上頃起一

'１，閲英雄

鰹沢康人

'1、山熟丁ｌｆ

ＩＨ中山郎

丹n冊太郎

寺内双逆

ＢＳ２４

ＢＳ２４

ＢＳ２４

ＢＳ２４

ＢＳ２５

ＢＳ２５

ＢＳ２６

ＢＳ２ｎ

ＢＳ２６

ＢＳ２６

ＢＳ３４

ＢＳ３１

ＢＳ３ｄ

ＢＳ３１

ＢＳ３ｌ

ＢＳ３４

ＢＳ３４

ＢＳ３４

ＢＳ３４

ＢＳ３４

ＢＳ３４

ＢＳ３４ｌ

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３５

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６

ＢＳ３６
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井口寅

池１m友邦

iIU本裕二

佐膜兇一

杉内臓二

鈴木Ｗｊ男
淑戸佃吾

藤田正個

鴇井蟻
壇野徹

摘水鯆人

巴亜人

加知俊一郎

川上仲作

茂木ＩｉＩｌ－

ｌ二木峰司

久保邦彦
小烏康

禍Uie直哉
iWI田郁郎

蝿田正雄
IIT橋醗夫
那築雅年

三上和久

iIll丼博志

iI1i野剛
麟田研

二宅金吉

鈴木肇
藤田泰雅

狩井正

向橋繊二

寺尾俊明

小ｉ緊俊

平松軍男

鋼藤ｉ享

太田徹

後藤侭行

lnIII腰１武

竹内洋之

耐芳鉄BS4０

黒瀬ｉ符四郎ＢＳ１０

斎藤｜壮紀ＢＳ４０

齋藤紀雄ＢＳ４０

染谷正夫ＢＳｌＯ

辻光ＢＳ４０

中山駿BS4０

三」二尚人ＢＳ４０

水野呂勝ＢＳ４０

山にｌ薄々列BS4o

我斐弘凶BS4０

片山啓孜ＢＳ４１

加噸キＶＨＨＢＳ４１

服部孝ＢＳ４１

製月一字BS4１

人木下良一BS4１

横井弘lljjBSdl

太田政志ＢＳ４Ｉ２

金子ＲｌｌＢＳｌ２
狩野－窓ＢＳ４２

佐麟克艦ＢＳｌ２

城念可勝BS4２

鎖ｌｆＩｊＥ志ＢＳ４２

士岐耕一ＢＳｌ２

萩野侭行ＢＳ４２

腫井溌BS4２

三ｉＩｌｌ善八郎ＢＳｄ２

柳廠圃臣ＢＳ４２

山崎行雄BS4２

吉ＩＮＩ和男ＢＳ４２

金ｍ文列BS4３

菅野弘日UBS４３
小林信章ＢＳｔ３

佐々木康夫ＢＳ４３

中村鏑BS4３

瀞川隆BS4３
森田康一ＢＳ４３

加藤恒男ＢＳ４４

山艫秀雨BS4４

瀬川ｆｉ１ｉＢＳ４４

小野塚微ＢＳ４５

金子芳侭BS4５

旗谷繁BS4５

坂本意に

図子俊洋

斑僑裕二

武［Ｈ秀雄

僻坂雅夫

松本敏１Ｍ’

赤井宜土

日厩百蔵

小皿r塩（燕

柿ｈＡｆｌｌｉｘ

鹿野、仁

中村窓二

藤原薇慨
松圃鑓

山村億博

古閲邦夫

佐藤博

佐麟正敏

新Ｉ、幸人
藤田雅由

三橋一雄

付艸雅藤

,j、１，ｌｂ掻

寓極詳入

城４ｋ一郎

竹内輝鍵

水沢鍼￣

井山麓昭

遠騨和敏

擢隆正行

佐’嬢修一

民谷恭郷

細川：義拳
ﾉＬＬｌｌＩＩ専迩

森谷侭ＩＤＩ

着林大簸

薗岡正

1,,本皿

天本一一平

IHi癖大助

踵元正川

潤弘之

渡遜幸Ｉ崎

ＢＳ５２

ＢＳ５２

ＢＳ５２

ＦＳＳ２

ＢＳ５２

ＢＳ５２

ＢＳ５２

ＢＳ５２

ＢＳ５３

ＢＳ５３

ＢＳ５３

ＢＳ５４

ＢＳ５５

ＢＳ５５

ＢＳ５５

ＢＳ５６

ＢＳ５６

ＢＳ５６

ＢＳ５６

ＢＳ５７

ＢＳ５７

ＢＳ５７

ＢＳ５７

ＢＳ５７

ＢＳ５７

ＢＳ５８

ＢＳ５８

ＢＳ５９

ＢＳ６０

ＢＳ６０

ＢＳ６２

ＢＳ６２

ＢＳ６２

ＢＳ６３

ＢＳ６３

ＢＩI２

ＢＨ３

ＢＨ５

ＢＨ５

ＢＨ５

０ｓ2４

ｏＳ２ｊｌ

ＯＳ２４

０ｓ2４

ｏＳ２４ｌ

ＯＳ２４

ＯＳ2５

ＯＳ2５

０ｓ2５

ｏＳ２Ｓ

ＯＳ２５

ＯＳ2６

ＯＳ2６

ＯＳ2６

０s2６

ＯＳ2６

ＯＳ2６

ＢＳｌ５

ＢＳ４５

ＢＳ４５

ＢＳｚｌ５

ＢＳ４５

ＢＳＩ５

ＢＳ４６

ＢＳ４６

ＢＳ４６

ＢＳ４６

ＢＳ４６

ＢＳ４６

ＢＳ４６

ＢＳｉ６

ＢＳｌ６

ＢＳ４７

ＢＳｉ７

ＢＳ４７

ＢＳｌ７

ＢＳ４７

ＢＳ４７

ＢＳ４７

ＢＳ４８

ＢＳ４８

ＢＳ４８

ＢＳ４８

ＢＳ４８

ＢＳ４９

ＢＳ４９

ＢＳ４９

ＢＳ４９

ＢＳ４９

ＢＳｉ９

ＢＳ４９

ＢＳ４９

ＢＳ４９

ＢＳ５０

ＢＳ５０

ＢＳ５１

ＢＳ５１

ＢＳ５１

ＢＳ５１

ＢＳ５１

０ｓ2３

０ｓ2３

ＯＳ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０ｓ2３

０s2３

ＯＳ2４

ＯＳ2`ｌ

ＯＳ２４

ｏＳ２ｎ

ＯＳ２４

中村知信BS3６

禍井克夫BS3６

松田肇BS3６

米倉砥人ＢＳ３６

安西職恭ＢＳ３７

稲垣賛BS3７

脚原英雄BS37

iiT本勲BS3７

小林筬BS3７

猿檎皓BS3７

繩津薙BS3７

m中ｊ唾生BS3７

半田斌BS3７

奥坂宏二BS3７

三津谷権司ＥＳ３７

１１１本影BS3７

弁上功BS3８

岩谷遠夫ＢＳ３８

Ｉ１ＨＩ川漣之介BS3８

荻原正夫BS3８

桐ｉ畢武BS3８

鑓口徽ＢＳ３８

ｉＩｌＪ野僧BS3８

小林鬼理ＬＢＳ３８

小林裕BS3８

桜井迩治ＢＳ３８

獅域１１１照BS3８

厩橋國彦ＢS３８

，Ｆ井捻BS3８

皆川喬ＢＳ３８

力１１藤1Ｆ琴BS3９

屯井昭産BS3９

本村剛ＢＳ３９

ＩｉＸｉ蛾洋介BS3９

縄谷勝三BS3９

IVE憐季拳ＢＳ３９

商松靖BS3９

乗本治男BS3９

八文字季Ｉ噂ＢＳ３９

が」尼八郎BS4０

欲林智ＢＳ４０

加藤宗助BS4０

卯藤哲ＢＳ４０

採油科

川尻茂三ＯＳｌ９

滝戸１ｍ吉ＯＳ１９

谷口啓之助ＯＳ１９

内藤邦雄ＯＳ１９

砿本禰織ＯＳ１９

松本敏雄ＯＳｌ９

森察ＯＳ１９

森脇正雄ＯＳ１９

相場悼一ＯＳ２０
ｉ処野浩ＯＳ２０

大越吾郎ＯＳ２０

荻田忠ＯＳ２０

木村併雄ＯＳ２０

高田峰吉ＯＳ２０

句ｉ岡蜂OS20

ilr和崎正ＯＳ２０

ｍｆ瀬鵜邦ＯＳ２０

ｌＰ川未吉ＯＳ２０

査源・素材エ学禾斗（Ｂコース）

大石浩可ＳＩＩ６

力１１蕨Ｉピ】唾ＳＨ６

力１１蔭亮一ＳＨ６

地球if【源学科（Ｂコース）

０１１岡将士WII14

釦i山学科

イガ田懸二BS28M

大窪敬男BS28M

竹田邦猪

I、中正雄

０１コ峰保男

１１．村正義
jU1B小屋箪

村山四寓男

小幡正朗

厨川茂

後藤淳治

蛾波博

長岡正孝

斎藤久美

商橘栄治

施沢杜；一

理水利平

麟井ｌ専
布施正美

桜井

篠原秀郎

苛１１Ｋ通敬

杉輝利勝
Kli蝿ｉｌＷｉｉｆｉ

高憐和夫

出村泰彦

西Ｈｌｆ侭

藤井秀雄

堀木健－

又井徳生

宮川蝋

古！H「安）悲

安途祝伍

越ＵＩＩｉＦｉ

久保木Ｉｎｉ

狐Ｉ鷹降

商橋傭満

又沖賢三ＯＳ２０

民部田喜代四ＯＳ２Ｏ

吉田祷瀞OS20

i炎路光男ＯＳ２２

値田正夫ＯＳ２２

大野武産ＯＳ２２

佐川徳雄ＯＳ２２

佐噸辿ＯＳ２２

品旧芳二郎ＯＳ２２

長岡博ＯＳ２２

萩胤淑男ＯＳ２２

杯平ＯＳ２２

枚１，チ蕊喜ＢＨＯＳ２２

伊藤善治郎ＯＳ２３

奥山和三ＯＳ２３

川原111宏ＯＳ２３

神ＩｈｌｉｉｊＥ夫ＯＳ２３

斎藤郵六ＯＳ2３

鴨;瞳Ｉｍ

ｌＩ１ｉＩ１ｉ

ｌＩＴｉ鰯

直人

端ｉ就

允ｄ山

瀬
淳

脚
司
充

岩１１１

坂本

大渕

ＳＨ８

ＳＨ１２

ＳＨｌ３

ＳＨ７

ＳＨ７

ＳＨ８

蜘内仲山WII15樅１１１ 襖 ＷＨ１４

其BS28M

明BS29M

ｎＩ－ＩＴ和リｌＢＳ２８Ｍ

長谷川正俊BS28M

本郷

池田
和夫BS28M

貝二郎BS28M

小型ｒ

高擁
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金深作光
ﾉ】、松文雄

御５木千．佳
中村田と二

人見究自

醸局敬久

大山宏

小笠原極

ｌｌＵＩ脇ilI:欠兵Ｉ

吉川侭市

議放利直
小松雅巳

奴田純－

佐々木威男
蝿村個雄

鈴木俊平
向野鍵雄

田所永造

水落三葛;男
宮崎友之助

ＢＳ２９Ｍ

ＢＳ２９Ｍ

ＢＳ２９Ｍ

ＢＳ２９Ｍ

ＢＳ２９Ｍ

ＢＳ２９Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

ＢＳ３０Ｍ

桃ｌｌｌｌｌ｛

｣I：町武
人辻磯

金沢敏光

雌本Ｉ勝ニ

エ麟孝に
yQf藤宏幸
,樫井貞大

佐藤昌作
志ＩｌｌＩＩｌＪ
杉本伊二郎

１１.lｉｌｌＩ楽
i質ｕｌｆｆＩｌ夫

林嘉武
1m、撤〃Ｉ

材上了ifi
1jH1Ii忠ｊ匪

渡辺芳

荒川宏通
i也崎俊二郎

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３１Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

i山ＩＩｌｌｊＴ道

石川ｉｌ１ｊ次

石松剛

岩峨粋寅
君ＩＩｊ－即

1句ＩⅡ敏夫

犬石潔
大雄舷栄夫

岡秀幸
小１１１丁二

小林辮

佐々木悦夫
佐雌鍵

佐雌奥涯

i翠ＬｌｆＩｋ治

澗水良二
鈴木穆

鈴水油ｉＸ２男
I則憐純三
向橋偏菜

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３ＺＭ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｌ１

ＢＳ３２１０Ｉ

ＢＳ３ＺＭ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＵＩＩＩＩＩ凸利

鋒、伯夫

拙出芳ｌﾘｌ

ｌｌＵ山ＨＨ

ＩＩＩ岸Ｂ：

i1r囚弘通

上村尚

hll鰻学

３Ｍｊ地柵孝
１１〔旭代司

駒野趣二

仇醸椰之輔
柵水正藤

谷利一

〕『田血二円S
II’野敢両Ｊ
ＵｌＤ付魅一

名塚良者§
鋲嬢爽

艇部緬雄

ＢＳ３ｚＭ

Ｉ４Ｓ｡2Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３２Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

Ｂｇ圏ＥａＭ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢS３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

ＢＳ３３Ｍ

探鉱科

青木和生

荒川昇
桶屋降政

千薬胤彦

噸田孝一郎

ⅡＩ崎宥吾

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
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Ｔ
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Ｔ
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伊
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川
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松
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３
３
４
４
５

ｚ
２
２
２
２
２

Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

金子

奴本

mII1

t公本

加賀谷

外山ｉｉｉ

恒
隙
典

一
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｛
⑥
｛
Ｄ
Ｐ
ロ
（
ｂ
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】
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く
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（
う
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⑤
（
Ｄ
Ｑ
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Ｑ
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Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
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夫
泰
收
之
均
厚

梁

I１ｉ

ｉＩｒ

田
闘
見

勝郎

裕人

雅之

《
ｂ
〈
ｂ
卸
ｂ

ワ
』
ワ
】
ワ
】

（
う
ぐ
）
（
ご

Ｔ
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Ｔ

斬
小
今

鉱山地質学科

ｉｎｉ橋１斑
止蔑埴雄
姫野正産
金瀞・IＨ鮴

河瀬章Ｈｆ
'1、林治ｎｌｌ

Ｉｎ中蟻

阿部正名
金容縫
今野義雄

佐蕨ＩＩＢ－・

武ＩＨＩ岬而ｊ

蜂塚丈ＩＩＨ

町田秀勝

丸山拳藤
ｌ【ｌ中隆夫

谷村光故

）１６川蹴
飯沼澗
伊藤洋杣

仏;々木細雄
内１１１正鰯
鈴木勝王

竹崎齊
腿ＩＩＩＨ良二

腰１１１敦
太Ｈ１保
大平芳久

神尼Ｉｌｒ雄

鉱山学科(鉱山地質学課程）
菊地芳朗ＧＳ３４
商橋：幸蔵ＯＳ３４
千田稔Ｃｓ３４

選谷川ｉＴ政ＧＳ３４
瞳島泰陸ＧＳ３４

本田茂欄ＧＳ３４

典崎憾夫ＧＳ３４

古井駿亮GS34
BNj地敏明ＧＳ３５

工藤武害ＧＳ３５

斎藤勉Ｃｓ３５

千葉到Ｃｓ３５

石川洋平ＧＳ３６

樫尼１Ｋ億Ｇｓ３６
桑原蜂ＣＳ３６

佐膜允ＧＳ３６
ｆ３ｆ原武師ＧＳ３６

力Ⅱ膿由雄ＧＳ３７

′j、林秀逮ＧＳ３７

佐藤脈史ＧＳ３７
鈴木強ＧＳ３７

商橋牌也ＧＳ３７
蝿場ＢＨ守ＧＳ３７
三橋迎一Ｇｓ３７

宮腰義昭ＣＳ３７

澱上英雄ＣＳ３８
赤木知之ＧＳ３９

川村泰資ＧＳ３９

小松秀１１上ＧＳ３９

９
９
９
０
０
０
０
１
１
１
－
１
１
－
１
２
２
２
３
３
３
４
４
４
組
４
５
５
５

軍
勢
塾
別
別
副
劃
別
別
副
別
別
引
副
別
別
塾
別
別
別
別
別
別
別
別
副
劃
劃
別

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

佐伯縮摘
佐々木栄一

村上敬助

森敏雄

小鍍lIX窓IlLI郎
佐腫英太郎
長久

飯村忠

古川畑大

佐睦隆薬

ＫＥＴｉｌ勝傭

鈴村忠兇
石IIJ炎火

架ＩＩＪ陸

佐々木哲
橘本忠三

藤１lx凸史
小蝿秀破

拡岡健

林健太郎

平野爽

安麟五螂
近瞳充

新ノト制３２ｋ

川ＩＵ健一

品Ⅱ］正一・

村岡淳
大IIII1纏

山ＩＩＪｌＵｊ

Ｃｓ`１５

ＧＳ４５

ＧＳｌ５

ＧＳ４５

ＧＳ４６

ＣＳ４６

ＧＳ４６

ＣＳ４７

ＣＳ４７

ＣＳ４８

ＧＳｍ８

ＧＳｌ８

ＧＳ４ｌ９

ＧＳ４９

ＧＳ４ｇ

ＧＳｌｇ

ＧＳ４９

ＧＳ５０

ＧＳ５０

ＧＳ５０

ＧＳ５０

ＧＳ５１

ＧＳ５１

ＧＳ５２

ＧＳ５３

ＧＳ５３

ＧＳ５３

ＧＳ５４

ＧＳ５４

大坪友英
イガ山大三

拝範幸
０１７村典之

金沢巧
近藤敏光

麟川典治
樺田剛

伊志繊健

川岸秀樹

小林紀麓
ＩＴＩ上ｌＩｂｆ二

ｌｂ１１部楽久

川原谷籍

ｉ巧#戦琴博
拠岸義光

ｉｎｊ塚英男

ｉｕｉ川拓也
ハト趣

一千、忠吾

ｌ;１１１１個一
町田ＩＨＩ一

蹴綾

横井大作
※打失血子

※mIi卒幸雄

ＧＳ５５

ＧＳ５６

ＧＳ５７

ＧＳ５８

ＧＳ５ｇ

ＧＳ５９

ＧＳ５０

ＣＳ５９

ＧＳ６０

ＧＳ６０

ＧＳ６１

ＧＳ６１

ＧＳ６２

ＧＳ６３

ＧＳ６３

ＧＳ６３

ＧＨ１

ＣＨ１

ＧＨ２

ＧＨ３

ＧＨ３

ＧＨ３

ＧＨ４

ＧＨ４

ＧＳ２１５

ＧＳｉ５

爽涼・素材エ学科（Ａコース）
ｉｌｔ田ｆＩｌ康ＳＨ６
ｉＵｉ材幸一ＳＨ８

藤田哲ＳＨ８

油
元
沢

濃

志

平ＳＨ９

ｌ采ＳＩＩ９

学Ｓ1110

千代錘

二木

※伊）鰻

俊Slll2

樹SIll2

忠Ｓｌｌｇ

lII

hI1

茂
英

地球賀源学科（Ａコース）

今泉１ｍ也ＷＨｌ５戯Ｊ１：型二IｆＷＨ１６福地仲歳WII17
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冶金学科・)台金燃矛斗学科(;台金学腺程）

商下式利ＩＩＳ1３IIJ川九二ニミＩＩＳｌ６Ｉ)１成１１１俊雄ＩＩＳ】６後
桜j川場一義ＩＩｓ１３Ｉ、広ＩＩｉ商雄ＨＳ１６前野Ⅱ'０イｉ３ＨＳ１６後
世羅爽福ＨＳ１３池上貞雄ＨＳ１６後秋１１１元雄ＩＩＳ】７
小Ⅱ1割３粉一ＨＳＩ４金子ｆｌｕｉＨＳ１６後大地ｉⅢ可ＨＳ１７

人
械
峠
奈

敏
英
再

怖
谷
良

文
一
外
鐘

ＨＳｌ７

ＨＳｌ７

ＨＳＩ７

１ＩＳ１７
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平野幸助

舩橋進

加藤衛

佐々木文雄

Ｎｉｌ部俊雄

Ｔ・葉佳実

菰ｉ繁滋三

l戎田繁行

lｌＬｉＩＩＩＮｉ－－

ｊｎＩｎｌｎｋ二

桜本Ｉ念

大塚芳直

蝿蛾ｌｌｕｕ郎

佐藤眼七

lji（、竹三

松本宗

アミ蝿秀雄

池ＩＩｌｉｉＩ〔一郎

IIJ河俊和

人石科四郎

岡崎１打夫

加藤光雄

川口丁

架原二郎

今野弘

櫻丼ＩｌＩｌニ

ィ災谷勲

杉本外_

塚本栄一

堀均千

三浦川二

三一上ｌｊＫＩ一郎

山本腰

渡辺三郎

人友安治郎

大庭良副

小田島倣

西ｆｍＴｆＩＩ之

槐本栄法

布袋屋伊作

材ロ谷芳郎

方田1J〔昭

伊藤豊

大塚勝太郎

犬野昭

蝿皿隈司

厩橋鰹－

１１１口腿兵衛

波副；正

波辺久義

小林職

人山勲

小笠噸栄

'１，野文雄

三枝秀

渡剖3充

小林併学

伊麟貞夫

絹川Ⅱ『ｌ夫

道１１１允

加藤正大

佐鹸昭

ＩＨＩ二１昇

広蝿敏之

二木充

宮野光潅

稲雄呑

鐡ＩⅡ縛仁

鰹谷賞
佐鱗栄鰹

遺Ⅱｌ忠麺

五十脚安雄

伊興lⅡ隆進

字Ｐｆ成紀

岡部存犬

佐々木金一

{J｝IjIilIlJ司りｊ

大此栄

加藤澗夫

工縢悠憐

佐噸四方治

戸ｊｉ)rfIj瀬太

平ノト鮫夫

八ｆＣ‘Iti夫

片岡畠大

北１１１束噸

’二膜充樹

'j、池一男

奴尼稔

榊弘共

本多公介

ｆｋＩｌｌ浩一

加茂勝欣

浪ｉ杉志〃］

高憾宏

水蝿騨一郎

福１１１鰯ｕ』

松本銚二郎

古ＩⅡ大作

有1Ｍ顕太郎

iI7lH（鱗夫

佐藤紘

柴ＩⅢ賢台

小蹄了

南角宏

三神鍼

茂木弘己

森谷博ＩＤＩ

渡遜精・脱IIS37

阿雛ｉ原陣ＨＳ３８

大趣ＩＩＨＳ３８

大槐ⅡｌＪｆｉＬＨＳ３８

工瞳ｊｌｉＨＳ３８

'j、ｉＩＵ秘ＨＳ３８

佐々木光夫ＨＳ３８

竹・村尚村ｉＨＳ３８

二並陶弘ＨＳ３８

成ＩＩＩＵＬＨＳ３８

１ｉｌＨｌｆ俵三ＨＳ３８

町ⅡIlJrl--IIS38

松ⅡＩ漣リｊＩＩＳ３８

鎌Ｈ１虹、志ＨＳ３９

,j、林秀夫ＨＳ３９

佐々木秀ＨＳ３９

地主美祈りjHS39

ii0r水吹ＨＳ３９

刑鵬三ＩＨＩＩｌＨＳ３ｇ

ＩｌＩ８１Ｉ述一一I-IS39

-Iさ膿桁ＨＳ３９

藤川（綴ＩＩＳ３９

村１１１駐IIS３９

渡部十IlulAlkHS39

荒谷復夫ＨＳ４０

蛇保太HlBHS40

値祇広志HS40

1IliIII鐘ＨＳ４０

林正満ＨＳｌＯ

ｉ牌上芳史ＨＳ４０

付Ⅱ：ＵＩＬ人IISdO

相川（趣ＨＳ４１

ＩＵ玉秀原ＨＳ４１

']、林Ｉ燗－－１１ｓ４１

渋沢迩一・ＨＳ４１

川村詔リjHS41

鰯ｉｌｌｉＨＳｕ

広畑武人ＩＩＳ１１

二塚錬成ＨＳ４１

堀IAljiLHS41

1Iiハ;（政光ＨＳ４２

佐々ITI］趣ＨＳ４２

牧ｍｌｆ芳久ＨＳ４２

松本Ｔ‐秋HS42

JI：ＩＩＩＪ－リjHS43

大塚健ｉｆｉｌｌＳ４３

管ｌ瞳昭良LIS43

庇恢宗ＩＥＨＳｌ３

行木勝美ＨＳ４３

符Ｊ１二正ｆＩＩＨＳ４３
Ｉ１１力三郎ＨＳ４３

Ｉｌ‐梱勝也ＨＳ４４

北林純一一IIS44

1ili」if・IIS4４

竹・内勝男

江十嵐非産
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佐々木一夫
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111口潔賓

111本遜榔男
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麻生節式昌

宇佐美克幸

小野寺、人

西山広明

吉田填

神徳和幸

人見獺が雄

雌Ｊ１：率‘悦

阿都祁夫

1ｍ商淳

足立泰久

小柏俊典

久一俊雄

打井光

111田光雄

Ｊ１：村芳弘
鯉野広志
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渡部保
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１１ＪＭ

金属エ桑科・金属材料学科

戎見好一Ｋｓ１６後

小田倉Ｖｒｆ郎ＫＳ１６後

波遜寓一一Ｋｓ１６後

ﾉトーヒ戯ＫＳｌ７

大塚章ＫＳ１７

人野趣即ＫＳＩ７

久保親志ＫＳｌ７

、佐藤ｈｉＩ間ＫＳ１７

柴、新一郎ＫＳＩ７

ｎｊｆ丼時紀ＫＳ１７

戸田俊美ＫＳ１７

ｉｌｉ城職ＫＳＩ７

松栞ilH砿ＫＳｌ７

越後谷熱ＫＳｌ８

柴、典二Ｋｓ１８

新富晃ＫＳｌ８

Ｉｎ５ｍ宗義ＫＳ１８

松ｉＨ工郎ＫＳ１８

三犀イバーーＫＳｌ８

付上斑三Ｋｓ１８

秋元俊１円ＫＳｌ９

行橘・光男ＫＳｌｇ

植村光玉

枝隣イパ

藩合繭
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塚本金悦

柏村栄八郎

燭川繁
縢社好正

長ｉｎ目真人

福ＩⅡ和郎
尾ＩＨＳ僕二

１コ分史郎
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進戯亮悦
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物質エ学科(材料エ学コース）
’j、」U;（費一Ａ1-16

狼沼賢太郎AI-I6

成潮康高ＡＨ６

井
岡
爽

脆
騒
廠

秀
利
寛

樹
昌
之

若狭谷

張越

爾ｉ鼎

ＡＨ７

ＡＩＩ７

ＡＩ－Ｉ７

祥AII7

i可AIIｇ

広AII９

竹松伸一ＡＩ111

行聡志ＡＨｌ２

其
孝

材料エ学科

大蝿康弘QIIl4
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燃料学科・冶金燃料学科

中野俊次郎ＦＳ８

篠Ⅲ論男ＦＳ１１
岩城弘ＦＳｌ４
Ｊｌｊ材精一ＦＳｌ４

小林滋ＦＳ１５

型兄太即ＦＳ１６前

中１１１糞FSl61iU
御掴資ＦＳ１６後
岡村雅樹ＦＳｌ８

佐々木慶武ＦＳｌ８

渡辺淳吾ＦＳｌ８
安鰯高一正ＦＳｌ９

五十嵐卓ＦＳｌｇ
梅野一男ＦＳ１９

窪圧ＩＵＺＦＳ１９

菅又豪ＦＳ１９
酢臓潔ＦＳ１９

相鴫義一一ＦＳ１９

渡部数腸Ｆｓｌｇ
ｉＬｌＨ克巳ＦＳ２０

今井義家ＦＳ２０

錘Ｉロ資ＦＳ２０

小畑三癖夫ＦＳ２０

斎瞳拡一郎ＦＳ２０

武川汎ＦＳ２０

野口照久ＦＳ２０

和鉦息し司ＦＳ２０

）１１村.懸ＦＳ２２
輔池邦膠ＦＳ２２

橘１１１吉生ＦＳ２２

武１１１栄四郎ＦＳ２２

平’１１次男ＦＳ２２

星野金造ＦＳ２２

町mｆ三郎ＦＳ２２

山Ｉ、幸一ＦＳ２２
内１m正敏ＦＳ２３

木ＩＨ正三ＦＳ２３

奥山尚男ＦＳ２３

竃嬢純ＦＳ２３

高憐爾次郎ＦＳ２３
三好一ＦＳ２３

門ＩｌＵ久一郎ＦＳ２３

Ｉｌｌ口趣ＦＳ２３

渡遜良宏ＦＳ２３

佐雄踏吉ＦＳ２４

佐藤傭孝ＦＳ２４

渋谷裕ＦＳ２４
商梨辰ｉｆｉＦＳ２５

武【Ⅱ亜ＦＳ室

水Ｊ１：直ＩＩＨＦＳ２５

藤村義和ＦＳ２５

稲住纏ＦＳ２６

鈴本正ＦＳ２６

藤１m幸雄ＦＳ２６

石川こう子ＦＳ２８

柴Ｈ１券人ＱＨ１５

印■6Ⅱ｡－■I｡■Ⅱ■十Ⅱ｡巴OII｡●●｡~⑪POI白け●0

学繰程）・燃半31化学科

佐藤健一ＦＳ２９

ｆｉＳｒ水一jllFS29

付ﾒﾄﾞ幸一ＦＳ２９
大嶋洋三ＦS３０

菅殿三郎ＦＳ３０

’1、野他ＦＳ３１

ｉＦｉＩ藤正震ＦＳ３１
腿谷川達夫ＦＳ３１

Ｊ、坂正友ＦＳ３２

今野長・脱ＦＳ３２

向燭邦弘ＦＳ３２

付岡一兜FS32
1JI舟正ＦＳ３３

塚川覇明ＦＳ３３

宏麟良判ｉＦＳ３４

Ｉ期川秀三郎ＦＳ３４

芹１１１元ＦＳ３４

茂野知ｌＬＦＳ３５

有明俊次ＦＳ３５
越後谷克巳ＦＳ３５

寺為正鯵ＦＳ３５
ｊＱｉＥ座一彦ＦＳ３５

岸武ｌＩｌＦＳ３６
聾多隆三ＦS３６

瀞木幸列ＦＳ３６

滝Ｉ］守之ＦＳ３６

ｍｃＩＩ光雄Ｆｓ３６

福lji（宏明ＩＴＳ３６

足野俊介ＦＳ３６
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変源化学エ学科
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賀源・素材エ学科にコース〕

｣１４川博画ｌＳＩＩ６鈴木規夫Ｓｌｌ８
′j、林礼梛SII６堀部孝広SII８
ｌｎｊｌＭｆ摩志ＳＨ６梅ⅡＩ久銭SII９
艇勘砿樹ＳＨ７和泉葉奈ＳＨ１０

物質エ学科（応用化学コース）

古平博之ＡＩｌ６伊藤亮ＡＨｌＯ
怪部群Ａ１1７小林芙概AIIlO
jT平圭論ＡＨ９異Ｊ１：秀ⅡⅡAlllO

環境物質エ学科

谷稚’＃ＵＨＭ埜木佳子ＵｌＩ１６
沼尻ｉ羊平ＵＩ１Ｍ渡避利行Ulll6
鎌Ｈ１和ｌＬＵＩＩ１５菅ノル（拳麺U1I17
小佐川健山UIIl6木１５￣韮木ＵｌＩｌ８

－=Ⅱ■ウ■=■Ⅱ▼---■寺P-４－=午｡▲■Ⅵ■IIT+⑪－し■｡IⅡ▲｣■｣■ⅡⅡ■Ⅵ｡▼=■PIP｡｡ｷー｡I

鉱山機械学科・鉱山電機学科(機械エ学課程）・機械エ学科

後藤敏火ＭＳ９ＩＡｌ膿栄治郎ＭＳｌ９

渡遜祷治郎ＭＳ１１狭１１１１厘鏑ＭＳｌ９
今泉倍膠ＭＳ１２腸Ⅱ｜柿一Ｍｓ1９
１１１内定雄ＭＳ１２三ｉＩｌｉ芳ｈｌＫＭＳｌ９
卿ＩＨＩ雅敬ＭＳ１２１１１下浩ｊＥＭＳｌ９
ｊＩ:ｊⅡ雄ｉｆｉＭＳｌ４鰯1Ffi鰯綴ＭＳ１ｇ
向憾良一Ｍｓ1４吉ｌｌＭｆ材ｉ－．Ｍｓ１９
川嫡來ＭＳｌ５吉ｌⅡ飾郎ＭＳ１９
１１１嘘響代木ＭＳ１５化村賢一ＩＸ１３ＭＳＺＯ

柳Ｘi三夫ＭＳＩ６Ｉｌｉｌ久保ⅡＩ漉ＭＳ２０
斎藤ｉｌＫＭＳｌ６後鈴木恭三ＭＳ２０
腸川世子ＩＩｊＭＳｌ６後鈴木四郎ＭＳ２０
卒木突ＭＳ１６後瀬ＨＭ富ｌｕｉＭＳ２０
＋Ⅱ沢ｊｌＩｊｌＨＭＳ１７根ＩＩＪ遇二Ｍｓ２０
力Ⅱ賀谷豪ＭＳｌ７星野芳リｊＭＳ２０
Ｉ皮ＩＴＩ恋ＭＳｌ７大日Ii0j六郷ＭＳ２２

鮎川平ＭＳ１８品Ⅱｌ静雄ＭＳ２２
進纏存ＡｌＩｉＭＳ１８高ノト昭労ＭＳ２２
Ｙ二Ⅱ１１重ＭＳ１８長崎正明ＭＳ２２
上曲覚ＭＳｌ８浜亜光ＭＳ２２
ＨＭ沢ｌ｢lＬＭＳｌ８松本正リ↓ＭＳＺ２
柴山流リｊＭＳｌ８山１－１正剛ＭＳ２２
ｉＷｉ谷正雄ＭＳｌ８脇正論郷ＭＳ２２

ＩＩｌＩＩＩ－Ｉｌｒ鮒ＭＳ１８ｊＪＷ潔ＭＳ２３
ＩＩ１付一五即ＭＳ１８大ＩⅡｊ撒ＭＳ２３
膿井正二Ｍｓ1８小川昭夫ＭＳ２３
ＵＩ口恒夫ＭＳ１８上煉治宏ＭＳ２３
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鉱山土木学科・土木エ学科・土木環境エ学科

虻川憲悦ｃｓｌ５佐藤純
池ＩⅡ誠ｌｆＣＳ型1５柴Ｕ」・ｈｉ夫
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沖［１丹ｌｉｊＸＣＩＩ９メＬ蝿ＭＵ鍵ＸＣＩＩｌＩ 大林術 郎ＸＣＩＩｌ２ＩｌＵ鴎児ＸAII1,1

特設科（菱成部・〕函信教育）
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｢備考」
※は他大学，又は本学他学部からIMjlUji深程に人?､;:し．鯵｣~の会Lｌ
他に．掲載を希望きれない会貝1名。
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平成20年度秋田大学行事予定

時期Ｉ全学・学部行事 学部入学 博士前期課程入学Ｉ博士後期課程入学

７月上旬Ｉ｜傷入学(-段入試)(7/7~8）Ｉ
７月中旬Ｉ｜特ＢＩ選抜帰国生（秋期入学）Ｉ｜入学試験(英蘭特Bリコース）

Ｉ第１次選考7/１７．第２次選考8/2８１

７月下旬|通信教育舗座学内ｽｸｰﾘﾝｸﾞＩ｜璽前審査受付(一般･社会人･'廟前審査受付(一般･社会人・
’(刀25~27） ｜外国人留学生)7/28~別 ｜外国人留学生)7/28~3１
１博物館前期企画展｢秋田の化石Ⅲ

｜(7/26~8/24）
８月上旬|ｼﾞｭﾆｱｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ|秋田大学ｴ学資源学部ｵｰﾌﾟﾝ|入学試験(繩)8/４

１(8m～8/2）｜キャンパス（8/7）

｜夏季休業（8/2~9/30）｜昨年までの進学脱明会(“3年生対象）’

８月上旬ＩＭＯ入試ｽｸｰﾘﾝｸﾞ受付｜
｜(8/4~8/15）

８月下旬ＩiAO入試ｽｸｰﾘﾝｸﾞ(8/３ＤＩ
９月上旬Ｉ｜入学試験（－股・社会ル外国|入学試験（一般,社会人・外国

９月中旬ＩＭＯ入試願囮受付｜人留学生)9/3~４１人留学生)9/3~４
１(9m1~9/17）

９月下旬|鍼終了(9/30） lAO入試入学試験(9/30）｜
｜縞入学試験（２次募集)(２次募典’

１の窪がある鑑）

１０月上旬|後期開始(10/1）
10月中旬|通信教育鯛座関西ｽｸｰﾘﾝｸﾞ１

１００/18～19）

10月中旬|秋田大学祭(10/18~19）｜
｜ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ(予定）｜

''月上旬|全学駅伝大会('1/'）
11月下旬Ｉ｜特別選抜（推薦入学I）

12月上旬Ｉ｜事前審査受付(２次募菓(2噸’
12月下旬|冬季休業(12/26~1/8まで）Ｉ｜…要…鑑))(一般･外国｜

｜人留学生）
１月上旬|冬季休業終了（1/8）

１月中旬ｉｌ大学入試ｾﾝﾀｰ試駿１/17.181
1月中旬’｜特別選抜帰国生(春期入学）｜事前審査(２次募集(2癖…|事前審査(２次募集(２次寡…

｜釦…含))(社会人） ｜要が…合))(一般･社会人.
１月下旬１１特別選抜推藺入学ⅡＩ入学試験(２次募集(２次雛の罐|外国人留学生）

｜私費外国人留学生選抜 ｜がある魁合)(一般･外国人留学生)’
２月上旬｜ ｜事前審査受付(再ﾁｬﾚﾝｼﾞ）Ｉ
２月中旬Ｉ

２月下旬｜春季休業(2/21～4/3）’一段選抜前期日程｜入学試験（２次募集(２次灘の必要|入学試験（２次募集(２次“の必
｜がある堵合)(社会人）｜要がある喝合)，一般･社会人･外国

２月下旬Ｉ｜縞入学(社会人特別選抜）｜入学試験(再ﾁｬﾚﾝｼﾞ）｜人留学生）
３月上旬｜ ｜事前審査受付(２次募築(2癖輿Ｉ
３月中旬Ｉ｜一般選抜後期日程｜の必要がある靭合))(再チャレンジ)’
３月下旬|秋田大学卒業式(3/22） ｜入学鱸(２次募集(２次灘…要｜

｜…酷)(再ﾁﾙﾝｼﾞ）’
１後期終了,学年終了(3/31）Ｉ

４月上旬｜秋田大学入学式(4/7）

｜授業開始(4/9）

５月上旬|通信教育鰯座修ｱ式(5上旬）
６月上旬|創立記念日(6/1）

|MOTコース･悶修登録受付開始IlVIOTコース・鬮修登録受付開始

|絹入学(推爾入試） |事前審査受付(英語特別ｺｰｽ）

|今日歩大会（上旬）

出願手続き，試験日程等は募集要項作成次第にホームページに褐戦しますのでご確認下さい。
また，このページの内容等についてのお問い合わせは，下記までお願いいたします。
入試(学部)：入試係018-889-2313入試(大学院）：大学院係O18-88g-2316
行事：総務係018-889-2305学務：学務係018-889-2312
通信教育：通信教育係018-889-2315




